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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テスト・チャンバ、標本支持、安定器によって制御された電源によって電力を供給され
る光源、前記テスト・チャンバの前後に配置された一対のチャンバ気温センサ、ブラック
・パネル温度センサ、空気加熱器、
　新鮮な空気と再循環した空気が混合する空気混合ダクトと；前記空気混合ダクトと、前
記テスト・チャンバの第一の端部との間に配置されたチャンバ流入ダクトと；前記テスト
・チャンバの第二の端部と排出部との間に配置された排出ダクトと；を含むダクト・シス
テム；および
　新鮮な、ならびに再循環された空気を引き込み、ならびに循環させるための二重送風機
システムであって、新鮮空気流入部を通して室内空気を前記空気混合ダクトに引き込む新
鮮空気送風機ならびに再循環流入部を通して前記排出ダクトから前記空気混合ダクトに任
意で空気を引き込む再循環空気送風機を含む前記二重送風機システムを有する促進暴露装
置において、前記テスト・チャンバ内の空気とブラック・パネル、両方の温度を制御する
ための方法であって：
　（ａ）所望の放射照度を選択し；
　（ｂ）所望のチャンバ気温と、所望のブラック・パネル温度とを選択し；
　（ｃ）前記チャンバ気温を感知し；
　（ｄ）前記テスト・チャンバ内の前記ブラック・パネル温度を感知し；
　（ｅ）前記感知されたチャンバ気温を前記選択されたチャンバ気温と比較し；
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　（ｆ）前記感知されたブラック・パネル温度を前記選択されたブラック・パネル温度と
比較し；および
　（ｇ）比較ステップ（ｅ）および（ｆ）を受けて、前記新鮮空気送風機および前記再循
環空気送風機のうち、少なくとも１の速度を調節すること
を含む前記方法。
【請求項２】
　テスト・チャンバ、標本支持手段、放射源、チャンバ気温センサ、ブラック・パネル温
度センサ、
　新鮮な空気と再循環した空気が混合する空気混合ダクトと；前記空気混合ダクトと、前
記テスト・チャンバの第一の端部との間に配置されたチャンバ流入ダクトと；前記テスト
・チャンバの第二の端部と排出部との間に配置された排出ダクトと；を含むダクト・シス
テム、
　新鮮空気流入部を通して室内空気を前記空気混合ダクトに引き込む新鮮空気送風機、再
循環流入部を通して前記排出ダクトから前記空気混合ダクトに任意で空気を引き込む再循
環空気送風機、前記新鮮ならびに再循環空気送風機を制御するための制御手段、および加
湿器と湿度制御手段とを有するテスト装置内の標本をテストする促進暴露の方法であって
：
　（ａ）所望の（１）放射照度、（２）チャンバ気温（ＣＡＴ）、（３）ブラック・パネ
ル温度（ＢＰＴ）、および（４）相対湿度を選択し；
　（ｂ）前記選択された放射照度に従って前記標本を照射し；
　（ｃ）初期新鮮空気送風機速度（ＳF）で、前記新鮮空気送風機で前記テスト装置に新
鮮な空気を引き込み；
　（ｄ）湿度を前記新鮮空気に加え；
　（ｅ）前記加湿された新鮮な空気を加熱し；
　（ｆ）前記加熱され、加湿された新鮮な空気を前記テスト・チャンバに循環させ；
　（ｇ）それが前記テスト・チャンバを出るときに、前記空気のＣＡＴを感知し；
　（ｈ）前記空気が前記テスト・チャンバを出るときに、前記ＢＰＴを感知し；および
　（ｉ）前記新鮮空気送風機によって引き込まれた新鮮空気と混ざるように、初期再循環
空気送風機速度（ＳR）で、前記再循環空気送風機で前記テスト・チャンバ内に存在する
空気の一部を再循環させる
ステップを具備する方法。
【請求項３】
　促進暴露装置であって：
　　テスト・チャンバと；
　　前記テスト・チャンバ内に標本を支持するための標本支持手段と；
　　前記テスト・チャンバにおいて光を生み出すために、前記テスト・チャンバ内に配置
された光源と；
　　前記光源に電力を供給するための電源と；
　　前記電源から前記光源が受け取る電力量を制御するための、前記光源に接続された安
定器手段と；
　　暴露装置内で、それを通して空気が循環するダクト・システムであって：
　　　新鮮な空気と再循環した空気が混合する空気混合ダクトと；
　　　前記空気混合ダクトと、前記テスト・チャンバの第一の端部との間に配置されたチ
ャンバ流入ダクトと；および
　　　前記テスト・チャンバの第二の端部と排出部との間に配置された排出ダクトと
　　を含む前記ダクト・システムと；
　　前記チャンバ流入ダクトおよび前記排出ダクトのうち、少なくとも１に配置された少
なくとも１のテスト・チャンバ気温センサと；
　　ブラック・パネル温度（ＢＰＴ）およびブラック標準温度（ＢＳＴ）のうちの１を計
測するための、前記標本支持手段に隣接して配置されたブラック・パネル温度センサと；
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および
　　前記テスト・チャンバを通して空気を循環させる多重送風機システムであって：
　　　新鮮空気流入部を通して、室内空気を前記空気混合ダクトに引き込む新鮮空気送風
機と；
　　　再循環流入部を通して、前記排出ダクトから前記空気混合ダクトに任意で空気を引
き込む、再循環空気送風機と；および
　　　前記テスト・チャンバ気温センサ、および前記ブラック・パネル温度センサで検知
された温度に基づいて、前記新鮮空気送風機速度（ＳF）および前記再循環空気送風機速
度（ＳR）を制御する送風機コントローラと
　　を含む前記多重送風機システムと
　を具備する促進暴露装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（技術分野）
本発明は、日光および湿度による悪化に抵抗するための標本をテストする技術に関する。
それは、空気とブラック・パネル温度の制御および／または相対湿度制御を同時に達成す
るための、制御された多重送風機システムを有する物質テスト・チャンバとの関連で、特
定の応用がある。しかしながら、本発明はより広範な応用を持ち、および他の促進暴露試
験装置ならびに概念と関連して効果的に採用されるかもしれないことが理解される。
【０００２】
（背景技術）
促進暴露試験において、標本は、テスト・チャンバ内において支持され、およびキセノン
・ランプ等、紫外線蛍光灯に露出される。通常、外気または新鮮な空気は加熱され、チャ
ンバ内の温度を調節するために、テスト・チャンバの内部に吹き込まれる。さらに湿度が
、蒸発水の形でチャンバに加えられる。上述の促進暴露装置において、その機械の操作の
一例は、一定の時間、設定温度で、１またはそれ以上の標本に紫外線光線を当てることを
含む。それからランプは切られ、チャンバの内部は設定された時間、同じまたは異なる温
度に保たれる。さらに、繰り返して湿度がシステムに加えられてもよい。従って、標本は
湿り、紫外線にさらされ、および繰り返して乾燥される。
【０００３】
上述の促進暴露システムにおいて、チャンバ気温（chamber air temperature）（ＣＡＴ
）は、単一の送風システムを用いて調節され、前記単一の送風機は、空気流を調節するた
めのダンパーとともに、外気または新鮮な空気をシステムへと引き込む。単一送風機シス
テムは、テスト・チャンバ気温を制御するためには十分に適している一方で、ＣＡＴおよ
びブラック・パネル温度（black panel temperature）（ＢＰＴ）の同時制御と同様に、
精密な湿度制御には不十分である。通常、ブラック・パネル温度は、実際のブラック・パ
ネル温度、すなわちテスト・チャンバ内でさらされた暗色の標本の温度を計測するために
、標本支持に配置された温度センサを用いて計測される。単一送風機およびダンパー・シ
ステムは、精密な湿度制御とともに、チャンバ気温およびブラック・パネル温度の両方を
効率的に調整するために完全には装備されていないので、ＣＡＴおよびＢＰＴの両方の同
時制御のためのシステムおよび制御方法に対する必要性が存在する。
【０００４】
本発明は、チャンバ気温およびブラック・パネル温度の同時調整のための多重送風機シス
テムおよび制御方法に向けられており、それは上述の問題その他を克服する。
【０００５】
（発明の開示）
本発明の１の特徴に従って、促進暴露装置はテスト・チャンバ、標本支持、および安定器
によって制御された電源によって電気を供給される光源を含む。テスト・チャンバの前後
に配置された一対のチャンバ気温センサが、チャンバ気温を計測する。ブラック・パネル
温度センサは、テスト・チャンバ内のブラック・パネル温度を計測する。空気加熱器は、
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前記システムを通過する空気を加熱する。二重送風機システムは、新鮮な、および前記シ
ステムを再循環した空気を引き込み、および循環させる。二重送風機システムは、新鮮な
空気送風機および再循環空気送風機を含む。この装置において、テスト・チャンバ内の空
気およびブラック・パネル温度の両方を制御するための方法は、所望の放射照度を選択し
、および所望のチャンバ気温ならびに所望のブラック・パネル温度の両方を選択すること
を含む。チャンバ気温およびブラック・パネル温度が感知される。感知されたチャンバ気
温は、選択されたチャンバ気温と比較される一方で、感知されたブラック・パネル温度は
、選択されたブラック・パネル温度と比較される。比較ステップを受けて、新鮮空気送風
機および再循環空気送風機のうち、少なくとも１の速度が調節される。
【０００６】
本発明のより制約された特徴に従って、感知されたブラック・パネル温度が、選択された
ブラック・パネル温度よりも高い場合、新鮮空気送風機の速度が上がる。
【０００７】
本発明のより制約された特徴に従って、感知されたチャンバ気温が選択されたチャンバ気
温よりも高い場合、再循環空気送風機の速度は下がる。
【０００８】
本発明のより制約された特徴に従って、前記方法はさらに、所望の相対湿度を選択し、お
よび前記相対湿度を感知することを含む。感知され、および選択された相対湿度は比較さ
れ、この比較を受けて、新鮮空気送風機および再循環空気送風機のうち少なくとも１の速
度が調節される。
【０００９】
本発明のより制約された特徴に従って、感知されたブラック・パネル温度が選択されたブ
ラック・パネル温度よりも低い場合、合計送風機速度が下がる。
【００１０】
本発明のより制約された特徴に従って、感知されたチャンバ気温が選択されたチャンバ気
温より低い場合、前記システムへ引き込まれる新鮮空気の割合は下がり、前記新鮮空気の
割合は、新鮮空気送風機速度対合計送風機速度の比である。
【００１１】
本発明のより制約された特徴に従って、感知されたチャンバ気温が選択されたチャンバ気
温よりも低い場合、送風機速度比が減少し、送風機速度比は、新鮮空気送風機速度対再循
環空気送風機速度の比である。
【００１２】
本発明の別の特徴に従って、促進暴露試験装置は、テスト・チャンバ、標本支持手段、放
射源、チャンバ気温センサ、およびブラック・パネル温度センサを含む。新鮮空気送風機
および再循環空気送風機は制御手段によって制御される一方で、湿度は、加湿器および湿
度制御手段によって制御される。この装置において、促進暴露試験の方法は、所望の放射
照度、チャンバ気温（chamber air temperature）（ＣＡＴ）、ブラック・パネル温度（b
lack panel temperature）（ＢＰＴ）、および相対湿度を選択することを含む。標本は、
選択された放射照度に従って照射される。新鮮空気は、初期新鮮空気送風機速度で、新鮮
空気送風機で試験装置に取り込まれる。新鮮空気に湿度が加えられる。湿度を与えられた
新鮮空気は加熱され、およびテスト・チャンバを通って循環する。ＣＡＴは、空気がテス
ト・チャンバに存在すると感知され、およびＢＰＴが感知される。テスト・チャンバに存
在する空気の一部は、再循環空気が新鮮空気送風機によって取り込まれた新鮮空気と混ざ
るように、初期再循環空気送風機速度で再循環空気送風機を用いて再循環される。
【００１３】
本発明のより制約された特徴に従って、前記方法はさらに選択されたＣＡＴを感知された
ＣＡＴと比較することを含む。選択されＢＰＴは、感知されたＢＰＴと比較される。比較
ステップを受けて、ＳFおよびＳRのうち少なくとも１が調節される。
【００１４】
本発明の別の特徴に従って、促進暴露装置は、テスト・チャンバおよび前記テスト・チャ
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ンバ内で標本を支持するための標本支持手段を含む。光源は、テスト・チャンバ内に配置
され、テスト・チャンバにおいて光を作り出す。電源は光源に電力を与え、および安定器
手段によって制御される。空気は暴露装置内のダクト・システムを通して循環し、そこで
はダクト・システムは、そこにおいて新鮮空気と再循環空気が混合する空気混合ダクトと
、前記空気混合ダクトとテスト・チャンバの第一の端部との間に配置されたテスト・チャ
ンバ流入ダクトと、およびテスト・チャンバの第二の端部と排出部との間に配置された排
出ダクトとを含む。少なくとも１のテスト・チャンバ気温センサが、チャンバ流入ダクト
および排出ダクトのうちの少なくとも１に配置される。ブラック・パネル温度センサは、
ブラック・パネル温度およびブラック標準温度のうちの１を計測するために、標本支持手
段に隣接して配置される。多重送風機システムは、テスト・チャンバを通して空気を循環
させる。多重送風機システムは、新鮮空気流入部を介して空気混合ダクトに室内空気を引
き込む新鮮空気送風機と、および再循環流入部を介して、空気混合ダクトに排出ダクトか
ら空気を任意で引き込む再循環空気送風機とを含む。送風機コントローラは、新鮮空気送
風機と再循環空気送風機との速度を制御する。
【００１５】
本発明のより制約された特徴に従って、送風機コントローラは、複数の設定値信号を生成
し、および送信するための設定値手段を含む。比較プロセッサは設定値信号を、ブラック
・パネル温度センサおよびテスト・チャンバ気温センサのうち少なくとも１からの感知さ
れた温度信号と比較する。一対のモーター・コントローラは、比較プロセッサから受信さ
れた信号に従って、新鮮空気および再循環空気送風機を制御する。
【００１６】
（発明を実施するための最良の形態）
図１を参照すると、促進暴露装置１０は新鮮空気送風機１２を含み、それは新鮮空気流入
部１４を介して、室内空気または新鮮空気を空気混合ダクト１６に引き込む。新鮮空気は
、湿度コントローラ２０によって制御された加湿器１８が、必要なだけ空気に追加の湿度
を与える空気混合ダクト１６を通過して移動する。任意で、必要であれば、空気がチャン
バ流入ダクト２４に流れ込む前に、空気加熱器は空気の温度を上げる。図１に見られる複
数の矢印は、促進暴露装置全体の空気流のパターンを示すものであることが理解されるべ
きである。
【００１７】
任意で、気温は、テスト・チャンバ３０に入る前に、第一の気温センサ２６によって計測
されてもよく、その操作はより完全に後述される。空気は、テスト・チャンバへ、および
サンプル・トレー等の標本支持手段３４に配置された１又はそれ以上の標本３２の上を流
れる。好ましくは、ブラック・パネル温度３６センサは、標本支持手段３４に載せられる
。
【００１８】
サンプル・トレーを通過した後、空気は、テスト・チャンバ３０から出て、排出ダクト４
０に流れ込み、そこで第二のチャンバ気温センサ４２およびチャンバ湿度センサ４４は、
排出気温および相対湿度または湿球温度のいずれかを計測する。この点において、再循環
空気送風機４６は任意で、再循環空気流入部４８を介して空気混合ダクト１６へ、排出ダ
クトから空気の一部を戻し入れ、そこでそれはシステム内で再度循環するために、新鮮空
気送風機１２によって引き込まれた新鮮空気と混合する。再循環空気送風機４６を介して
システムに戻されなかった空気は、排出部５０を介してシステムの外へ流れる。より完全
に後述されるように、送風機コントローラ５２は、チャンバ空気とブラック・パネル温度
の両方を制御するために、新鮮空気送風機１２および再循環空気送風機４６の速度を制御
する。図１は、２の空気送風機を含む実施例を示す一方で、本発明は、他の多重送風機シ
ステムに応用可能であることが理解されるべきである。
【００１９】
暴露装置１０で試験を実行する前に、オペレータは、適用試験パラメータを特定し、また
は設定する。好ましくは、所望の放射照度（ＩＲＲSP）および以下のもののうち、少なく
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とも１：（１）所望のブラック・パネル温度（ＢＰＴSP）、および（２）所望のチャンバ
気温（ＣＡＴSP）が設定される。さらに、所望の相対湿度（ＲＨSP）は、実行されるべき
試験がそれを必要とする場合、オペレータによって選択されてもよい。ＣＡＴおよびＢＰ
Ｔのうち１のみが特定される場合、他方は公式によってか、またはルックアップ・テーブ
ルを介して推定されることが理解されるべきである。
【００２０】
当業者は、実際のチャンバ気温（ＣＡＴ）は、ランプ６０からの照射の加熱効果のため、
テスト・チャンバ３０において直接計測されることができないことを理解するだろう。そ
のため、テスト・チャンバ気温は通常、第二のチャンバ気温センサ４２を用いて、チャン
バ流出部において計測される。代替的に、実際のチャンバ温度または乾球温度は、テスト
・チャンバ流入部に配置された、第一のチャンバ空気センサ２６からの温度表示値と、チ
ャンバ流出部に配置された第二のチャンバ気温センサの温度表示値との平均を用いて計測
される。
【００２１】
１の実施例において、ブラック・パネル温度センサ３６は、非絶縁ブラック・パネル・セ
ンサを含み、それは実際のブラック・パネル温度（ＢＰＴ）を計測する。代替的に、ブラ
ック・パネル温度センサ３６は、実際のブラック標準温度（ＢＳＴ）を計測する絶縁ブラ
ック・パネル・センサを含む。後述の制御方法において、ＢＰＴおよびＢＳＴが、実行さ
れている暴露テストの要件によって、相互交換して使用されてもよいことが理解されるべ
きである。１の実施例においては、チャンバ湿度センサ４４は、従来の相対湿度センサを
含む。別の実施例においては、相対湿度は、乾球温度を供給するチャンバ気温センサ２６
，４２のうちの１、または両方からの温度表示値とともに、湿球温度センサからの計測値
に基いて算出され、または調べられる。
【００２２】
図２および引き続き図１を参照すると、同様の参照番号が同様の構成要素を示しており、
送風機コントローラ５２は設定値手段７０を含み、それはＢＰＴSPおよびＣＡＴSP等の所
望の温度パラメータを受信し、および記憶する。比較プロセッサ７４は、第一ならびに第
二のＣＡＴセンサ２６，４２およびＢＰＴセンサ３６からのＣＡＴ表示値およびＢＰＴ表
示値とともに、設定値手段７０からの所望のテスト・パラメータを受信する。より完全に
後述されるように、比較プロセッサ７４は、所望のテスト・パラメータを計測されたパラ
メータと比較し、およびモータ・コントローラ信号を一対のモータ・コントローラ７６，
７８に送信し、それは同様に新鮮空気送風機１２および再循環空気送風機４６のファン速
度を制御する。
【００２３】
図３を参照すると、一度暴露装置が起動されると、放射照度が設定され１００、従来の方
法でランプ安定器によってＩＲＲSPになるように制御される。図１および２に記載された
２送風機実施例は、送風機コントローラ５２によって制御される。ブラック・パネル温度
（ＢＰＴ）およびチャンバ気温（ＣＡＴ）の両方が、一定のテストに関して設定される１
１０，１２０。空気がシステム全体を循環すると、ＢＰＴが計測され１３０、およびＢＰ
Ｔが設定値ＢＰＴSPよりも高いかどうかを決定するために、設定値と比較される１５０。
ＢＰＴが設定値よりも高い場合、新鮮空気送風機の速度は、温度の上昇を補うために高め
られる１７０。すなわち、より多くの新鮮な空気が、新鮮空気送風機によって新鮮空気流
入部を通して空気混合ダクトへと引き込まれる。
【００２４】
同時に、チャンバ気温（ＣＡＴ）が計測され１４０、およびＣＡＴ設定値、ＣＡＴSPと比
較される１６０，１８０。より特定的には、ＣＡＴが設定値より高い場合、再循環送風機
の速度は遅くなる１９０。さらに、ＣＡＴが設定値より低い場合１８０、空気加熱器が作
動する１９５。この実施例において、２の送風機が、２の自動閉ループシステムとして、
送風機コントローラによって制御されることが理解されるべきである。すなわち、新鮮空
気送風機の速度（ＳF）がＢＰＴを制御し、およびＢＰＴによって決定される一方で、再



(7) JP 5025880 B2 2012.9.12

10

20

30

40

50

循環空気送風機の速度（ＳR）がＣＡＴを制御し、およびＣＡＴによって決定される。他
に、送風機コントローラは、ＳFがＣＡＴを制御し、ＣＡＴによって決定される一方でＳR

がＢＰＴを制御し、およびＢＰＴによって決定される２の自動閉ループ・システムとして
、２の送風機を制御する。この実施例において、計測される温度が上昇すると、それぞれ
の送風機の温度が上昇する。この実施例において、空気加熱器は、ＣＡＴに関して追加の
範囲を供給するために、新鮮空気送風機とともに使用されてもよい。
【００２５】
図４を参照すると、代替の実施例において、送風機コントローラは２の送風機を、２の送
風機速度を制御するための２の出力を伴う１の自動閉ループ・システムとして制御する。
この実施例において、合計送風機速度（ＳTOTAL＝ＳF＋ＳR）はブラック・パネル温度（
ＢＰＴ）を制御し、およびＢＰＴによって決定される一方で、新鮮空気の割合（ＲFRESH

＝ＳF／ＳTOTAL）、すなわち類似の加重比は、チャンバ気温ＣＡＴを制御し、およびＣＡ
Ｔによって決定される。
【００２６】
最初に、所望の放射照度が設定される２００。さらに、所望のＢＰＴおよびＣＡＴが設定
される２１０，２２０。計測されたＢＰＴは、設定されたＢＰＴと比較される２４０。さ
らに、ＣＡＴが計測され２５０、ＣＡＴ設定値と比較される２６０。この実施例において
、ＢＰＴが設定値であり、かつＣＡＴが設定値より低い場合、新鮮空気割合ＲFRESHは減
らされる２７０、その一方で、合計送風機速度ＳTOTALは一定に保たれる。すなわち、新
鮮空気送風機の速度は低減する一方で、再循環空気送風機の速度は上昇する。ＢＰＴが設
定値より低い一方で、ＣＡＴが設定値か、またはそれより高い場合、新鮮空気割合は一定
のままである一方で、合計送風機速度は低減する。すなわち、新鮮空気送風機速度と再循
環空気送風機速度の両方が低減する。この実施例において、空気加熱器は、達成可能な温
度の範囲を増やすために使用されるかもしれない。
【００２７】
図５を参照すると、代替の実施例において、合計送風機速度ＳTOTALは、ＢＰＴを制御し
、およびＢＰＴによって決定される一方で、送風機速度比（ＲSPEED＝ＳF／ＳR）、すな
わち類似の加重比（はＣＡＴを制御し、およびＣＡＴによって決定される）。
【００２８】
放射輝度が所望の値に設定される３００。さらに、ＢＰＴおよびＣＡＴはいずれも、それ
ぞれの所望の値に設定される３１０，３２０。ＢＰＴおよびＣＡＴはいずれも計測され３
３０，３５０、およびそれぞれの設定値と比較される３４０，３６０。この実施例におい
て、ＢＰＴが設定値であるが、ＣＡＴが設定値よりも低い場合、ＳTOTALは一定に保たれ
る一方で、送風機速度比ＲSPEEDは低減する３７０。すなわち、新鮮空気送風機速度ＳFは
低減する一方で、再循環空気送風機速度ＳRは上昇する。代替的に、ＢＰＴが設定値より
低いが、ＣＡＴが設定値であるかそれより高い場合、送風機速度比ＲSPEEDは一定のまま
である一方で、合計送風機速度ＳTOTALは低減する。すなわち、ＳFおよびＳRの両方が低
減する。この実施例において、空気加熱器は、達成可能な温度の範囲を増やすために使用
されてもよい。
【００２９】
代替の実施例において、送風機コントローラは、２の開ループ・システムとして、新鮮空
気送風機と再循環空気送風機を制御する。この実施例において、新鮮空気送風機の速度と
、再循環空気送風機の速度は、それぞれ独立して、モーター速度コントローラに取り付け
られた電位差計などによって手動で制御される。２の送風機速度を調整することによって
、前記システムのＢＰＴおよびＣＡＴは、特定された範囲内に入るように、やや相互依存
的ではあるが、それぞれが調節される。所望であれば、より広い範囲のチャンバ温度を供
給するために、１またはそれ以上の空気加熱器が、新鮮空気および／または再循環空気送
風機とともに採用される。
【００３０】
上述の多重送風機温度制御方法のいずれにおいても、送風機速度は、各送風機の操作によ
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されてもよいことが理解されるべきである。１の送風機の最小速度が、それを通って誤っ
た経路を通過する他方の送風機からの流れを遮断する必要があるので、浮動制限は有用で
ある。例えば、１００％の新鮮空気が一定のテストに必要とされる場合、新鮮空気送風機
は、必要とされる空気流を供給する速度で回転する。しかしながら、再循環空気送風機が
停止した場合、かなりの量の新鮮な空気が、再循環空気送風機を通り、マシンの排出部か
ら出て逆流する。これを防止するために、再循環空気送風機は、より遅い“遮断”速度で
動作し、それによってこの漏洩を停止し、テスト・チャンバへの新鮮空気送風機の最大出
力を供給する。
【００３１】
さらに、所望であれば、送風機速度が確立されると、新鮮空気送風機の速度は、例えば１
０％である名目量だけ増してもよく、再循環空気送風機は、同等の合計流量を生み出すよ
うに調節される。この実施例において、空気加熱器は、気温を微調整し、より安定した温
度を生み出す。
【００３２】
再度図１を参照すると、テスト・チャンバ３０内の相対湿度が、湿度コントローラ２０を
用いて制御され、それは手動で、半自動的に、または自動的に動作する。
【００３３】
テスト・チャンバ３０内の相対湿度は、湿度コントローラ２０を用いて制御され、それは
手動で、半自動的に、または自動的に動作する。半自動制御実施例は、相対湿度を直接感
知し、または感知された湿球温度を用いてそれを算出することを必要とする。湿度コント
ローラ２０内のフィードバック・メカニズムは、加湿器１８に、計測された相対湿度が特
定された相対湿度ＲＨSPより下がると、より多くの湿度を放出し、ＲＨがＲＨSPを超える
とより少ない湿度を放出するように命じる。加湿器１８は、直接水スプレー、空気噴霧水
スプレー、機械的に生成された霧、超音波霧生成、すなわちネブライザ、または水沸騰器
のうち、少なくとも１の形式を取る。さらに、湿度コントローラは、相対湿度が気温に“
相対的”であるので、２の空気送風機の動作に影響を及ぼすかもしれない。それゆえに、
気温の制御は、特定されたテストが明確に温度制御を必要としていないとしても、相対湿
度を制御するために重要である。例えば、ＲＨが設定値よりも低い場合、再循環空気送風
機は、相対湿度を保持し、および増加させるために、より高い割合の空気を再循環させる
であろう。対照的に、相対湿度がＲＨ設定値よりも高い場合、新鮮空気送風機は、追加の
“乾燥した”室内空気を混合空気ダクトに引き込む一方で、再循環送風機は、テスト・チ
ャンバからの“湿った”空気をより少なく循環させ、そのためにより多く排出する。
【００３４】
本発明は、好ましい実施例を参照して説明されてきた。前述の詳細な説明を読み、理解す
ると、他のものへの変更および代替が生じるであろう。本発明は、付属の特許請求の範囲
またはそれに相当するものの範囲内に入るように、すべてのそのような変更および代替を
含むものとして理解されることを意図する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、本発明に従った、制御された多重送風機システムを含む促進暴露装置
の図である。
【図２】　図２は、本発明に従った、送風機コントローラの図である。
【図３】　図３は、本発明に従った、多重送風機システムを制御する方法を示すフローチ
ャートである。
【図４】　図４は、本発明に従った、多重送風機システムを制御する別の好ましい方法を
示すフローチャートである。
【図５】　図５は、本発明に従った、多重送風機システムを制御するための別の好ましい
実施例を示すフローチャートである。
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